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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
名
古
屋
守
山
郷
土
史
研
究
会
を
主
催
さ
れ
る
道
木
正
信
氏
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
井
上
士
朗
の
書
簡
十
八
点
中
、
紙

面
の
都
合
で
、十
一
点
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、士
朗
が
発
句
指
導
に
『
去

来
抄
』
だ
け
で
な
く
『
猿
蓑
集
』
を
用
い
た
こ
と
や
、『
甲
子
紀
行
』
の
旅
に

出
る
前
の
事
情
、
近
郊
の
門
人
と
の
句
会
の
準
備
事
情
、
京
阪
の
俳
人
た
ち
と

の
交
流
な
ど
が
窺
え
る
。
と
て
も
興
味
深
い
書
簡
群
で
あ
る
。

　

さ
て
、
同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
士
朗
書
簡
は
、
昭
和
初
年
に
氏
の
祖
父

が
句
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
時
の
賞
品
一
点
と
、
氏
が
こ
れ
ま
で
に
収
集

さ
れ
た
十
七
点
の
合
計
十
八
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
内
十
六
点
は
軸
装
、

二
点
は
捲
り
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

　

1　

宛
名
不
明
。
九
月
十
五
日

　

2　

宇
洋
（
大
津　

塩
屋
新
六
）
宛　

八
月
十
日
（
寛
政
・
享
和
期
）

　

3　

碩
外
宛　

九
月
十
日
（
寛
政
〜
文
政
期
）

　

4　

松
兄
宛　

十
日
〔
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
以
前
〕

　

5　

菊
舎
宛　

六
月
三
日
（
寛
政
・
享
和
期
）

　

6　

魯
隠
宛　

四
月
廿
五
日
（
寛
政
期
）

　

7　

秋
湖
宛　

十
月
廿
七
日
〔
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
〕

　

8　

騏
六
・
巨
川
・
雨
滴
・
満
子
宛　

七
月
廿
日
（
寛
政
期
）

　
　
　
（
軸
は
、
巨
川
宛
、
九
月
十
八
日　

窓
竹
斎
烏
川
の
書
簡
と
合
装
）

　

9　

帯
梅
宛　

五
月
廿
七
日
（
享
和
・
文
化
期
）

　

10　

墨
山
宛　

八
月
廿
三
日
（
寛
政
〜
文
化
期
）

　

11　

杜
石
宛　

十
二
月
廿
日
（
寛
政
・
享
和
期
）

　

12　

兎
農
（
杜
農
）
宛　

廿
五
日
〔
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
頃
〕

　

13　

舎
員
宛　

十
日
（
寛
政
期
）

　

14　

五
雄
宛　

四
日

　

15　

宛
名
不
明　
（
寛
政
・
享
和
期
）

　

16　

士
宅
宛　

十
二
月
廿
七
日

　

17　

宛
名
不
明　

七
月
十
日

　

18　

宛
名
不
明
。
鶴
の
画
入
り
。（
寛
政
・
享
和
期
）

井
上 

士
朗
の
書
簡
の
紹
介

―
道
木
正
信
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

―

冨　
　

田　
　

和　
　

子＊



冨　田　和　子

三
八

　

次
に
、本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
十
一
点
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

1
で
は
、
返
信
の
遅
れ
を
詫
び
、
贈
り
物
の
礼
を
述
べ
た
後
、
添
削
し
た
発

句
を
返
す
際
に
、
発
句
に
は
『
猿
蓑
集
』
を
よ
く
手
本
と
し
、
句
に
魂
を
込
め

る
よ
う
よ
く
考
え
て
作
る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
望
さ
れ
た
年

賀
の
句
の
短
冊
を
送
り
、
秋
の
中
頃
に
は
、
名
古
屋
に
出
て
こ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
待
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
は
少
し
風
流
に
関
す
る
話
を
し

た
い
と
記
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
井
上
士
朗
年
譜
」（
寺
島
徹
「
連
歌
俳
諧
研
究
」
91
「
安
永
四

（
一
七
七
五
）
年
」
三
十
四
歳
の
項
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
載
る
。

　

板
本
『
去
来
抄
』
は
、
こ
の
後
も
暮
雨
巷
一
門
の
必
読
書
と
さ
れ
た
。

後
に
、
士
朗
は
三
河
の
入
素
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、「
…
今
少
し
ほ
句
の
御
工
夫
可

有
候
。『
去
来
抄

0

0

0

』
に
て
よ
く
ほ
句
の
筋
を
御
勘
考
可
有
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
下
略
）」

と
句
作
に
つ
い
て
、
指
導
し
て
い
る
。（
年
月
不
明
二
十
一
日
付
入
素
宛

書
簡
）。

　

本
書
簡
で
は
、「
と
か
く
ほ
句
の
い
た
し
方
案
じ
方
也
。『
猿
蓑
集

0

0

0

』
を
よ
く

〳
〵
手
本
と
し
て
御
案
じ
ニ
可
被
成
候
。
可
然
候
」
と
指
導
す
る
か
ら
、
ど
の

レ
ベ
ル
の
門
人
に
『
猿
蓑
集
』
を
勧
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宛
先
も
年
月
も
不

明
な
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

2
で
は
、大
津
の
宇
洋
に
、三
河
の
方
明
が
世
話
に
な
っ
た
礼
を
述
べ
た
後
、

芭
蕉
の
「
子
に
飽
く
と
申
す
人
に
ハ
花
も
な
し
」
を
例
に
挙
げ
て
、
宇
洋
の
句

を
賞
賛
し
て
い
る
。
末
部
の
句
「
か
な
ら
ず
や
暮
て
雁
啼
門
田
か
な
」
は
、
宇

洋
が
編
者
の
一
人
で
あ
る
『
枇
杷
園
句
集
』〔
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
年
序
〕

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
簡
か
ら
収
載
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
本
書
簡
が
初
出

か
。

　

3
で
は
、
半
年
ほ
ど
前
に
受
け
た
近
郊
の
門
人
の
訪
問
と
今
回
の
贈
り
物
の

礼
を
述
べ
た
上
で
、
発
句
を
優
し
く
添
削
し
て
い
る
。
そ
し
て
。
再
度
の
訪
問

を
期
待
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

4
で
は
、
短
い
書
簡
の
中
に
、
士
朗
の
高
弟
で
同
門
五
老
の
一
人
と
呼
ば
れ

た
松
兄
や
暁
台
没
後
、
士
朗
門
に
入
り
、
そ
の
重
鎮
と
な
っ
た
岳
輅
と
の
親
し

い
関
係
が
窺
え
る
。

　

5
の
宛
先
は
「
菊
舎
主0

」。「
主
」
は
尊
敬
の
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
が
接
尾

語
と
し
て
使
わ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
は
菊
舎
尼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
菊
舎

尼
は
京
都
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
面
か
ら
「
菊
舎
主
」
を
「
菊
舎

の
主
人
」
の
こ
と
と
み
れ
ば
、
俳
書
を
多
く
出
版
し
た
京
都
の
書
肆
菊
舎
太
兵

衛
（
俳
号　

其
成
）
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
理
由
は
、
後
述
す
る
。
も
し
も

宛
先
が
菊
舎
太
兵
衛
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本
人
宛
に
「
其
成
へ
も
よ
ろ
し
く
。

此
間
本
の
事
申
遣
候
。
は
や
く
よ
こ
せ
と
御
頼
可
被
下
候
」「
其
成
へ
も
御
は

な
し
可
被
下
候
」
な
ど
と
書
き
、
と
ぼ
け
た
言
い
回
し
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

士
朗
の
人
柄
と
、其
成
と
の
親
し
い
関
係
が
窺
わ
れ
て
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。

　

6
で
は
、
大
坂
の
宗
匠
た
ち
と
の
交
流
が
窺
え
る
。
な
お
、「
衣
が
え
空
也

の
痩
や
わ
び
つ
ら
ん
」
は
、
未
詳
句
。

　

7
は
、
書
簡
が
八
ヵ
月
も
遅
れ
て
届
い
た
と
こ
と
わ
っ
て
、「
当
冬
ハ
福
原

の
旧
跡
を
御
尋
申
度
候
。
ぜ
ひ
と
も
出
兵
庫
可
致
と
存
候
処
あ
ま
く
寒
気
の
比

成
申
候
へ
ば
又
々
春
へ
と
延
し
申
候
」
と
、
冬
に
予
定
し
て
い
た
旅
を
、
寒
い

こ
ろ
な
の
で
来
春
に
延
ば
し
た
と
理
由
を
語
る
。
こ
の
旅
は
お
そ
ら
く
文
化
元

年
（
甲
子
）
二
月
か
ら
三
月
に
卓
池
・
松
兄
と
共
に
、
大
坂
・
須
磨
・
明
石
・

奈
良
な
ど
各
地
の
俳
人
を
尋
ね
た
『
甲
子
紀
行
』
の
旅
で
あ
ろ
う
。

　

8
は
、
清
洲
寄
せ
の
巻
と
他
の
句
会
を
並
行
し
て
準
備
す
る
慌
た
だ
し
い
状

況
が
窺
え
る
書
簡
で
あ
る
。『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』（
服
部
徳
次
郎
著　

愛
知

学
院
国
語
研
究
会　

一
九
七
二
年
）
に
、「
騏
六
0

0

・
琴
宇
の
一
家
に
占
め
ら
れ

て
い
た
清
洲
俳
壇
も
寛
政
期
に
入
る
と
、
閉
息
状
態
を
脱
皮
し
て
雨
滴
0

0

・
巨
川
0

0

・

満
子
0

0

ら
田
中
町
・
本
町
な
ど
の
町
家
の
新
し
い
人
た
ち
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
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三
九

寛
政
三
年
の
「
暮
雨
巷
月
次
五
題
」
に
（
入
集
）（
中
略
）。
寛
政
四
年
正
月
廿

日
暁
台
没
、
桐
仙
寺
修
行
の
俳
諧
之
百
韻
に
満
子
0

0

・
巨
川
0

0

・
雨
滴
0

0

も
連
坐
（
中

略
）。
二
月
廿
八
日
に
満
子
0

0

は
騏
六
0

0

と『
ふ
く
さ
貝
』の
た
び
を
し
た
」と
あ
る
。

本
書
簡
か
ら
暁
台
没
後
、
士
朗
が
清
洲
俳
壇
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
窺
え
る
。

　

9
は
、
翌
日
の
発
兎
の
追
善
会
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
連
絡
。
故
人
の
思

い
出
を
書
き
添
え
て
い
る
。

　

10
は
、冒
頭
で
医
師
ら
し
い
配
慮
が
窺
え
、ま
た
、旅
の
舟
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
面
白
く
伝
え
て
い
る
。「
蓬
生
の
宿
に
も
萩
の
戸
口
哉
」
は
、
未
詳
句
。

　

11
で
は
、
杜
石
を
通
し
て
、
当
時
の
江
戸
南
画
界
の
大
家
で
あ
っ
た
谷
文
晁

の
画
を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
窺
え
、
春
に
な
っ
た
ら
ま
た
お
願
い
し
た
い
と
依

頼
し
て
い
る
。

○
凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
読
解
の
便
を
は
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

一
、
書
簡
の
見
出
し
は
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
人
名
、
俳
号
を
示
し
た
。

一
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。
た
だ
し
、
原
文
に
あ
る
も
の
と
、
恣
意
に
施

し
た
も
の
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。

一
、
異
体
字
を
含
め
て
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

例
外
も
あ
る
。

一
、
慣
用
・
誤
用
の
漢
字
や
仮
名
遣
い
は
、
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、（　

）
内
の
文
字
及
び
ル
ビ
は
、
恣
意
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
原
文
の
改
行
箇
所
を
／
で
示
し
た
。
原
文
の
改
行
に
従
っ
た
場
合
は
こ
れ

を
略
し
た
。

一
．
寸
法
は
、
軸
装
の
も
の
も
含
め
、
書
簡
の
寸
法
の
み
を
記
載
し
た
。

一
、
書
簡
ご
と
に
、
簡
単
な
注
を
記
し
た
。
参
照
又
は
引
用
に
際
し
使
用
し
た

書
籍
の
書
誌
情
報
は
、
本
稿
末
尾
に
主
な
引
用
文
献
と
し
て
ま
と
め
て
記
し

た
。

一
、
士
朗
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
寺
島
徹
「
井
上
士
朗
年
譜
」（「
連
歌
俳
諧
研

究
」
91
）
に
従
っ
た
。

1　

宛
名
不
明
。
九
月
十
五
日 

（
図
1
）

　
　
（
軸
装
。
上
段 

一
六
・
七
×
四
七
・
五
糎
、
下
段 

一
六
・
八
×
四
七
・
五
糎
）

追
々
と
御
文
被
下
／
御
ほ
句
等
も
し
バ
〳
〵
／
披
見
い
た
し
候
。
早
々
に
も
／

御
返
事
可
申
処
／
日
々

の
紛
冗）

1
（

、大
ニ

／
延
引
、

御
用
捨
／
可
被
下
候
。

前
度
い
ろ
〳
〵
の
／

品
、
御
贈
被
下
辱
／
奉

存
候
。
御
礼
申
出
候
。

此
外
ハ
う
ち
こ
ミ
〳
〵

／
お
き
候
を
一
所
に
見

／
出
候
。
引
墨）

2
（

い
た
し

／
さ
し
上
申
候
。
と
か

く
／
ほ
句
の
い
た
し
方

／
案
じ
方
也
。

　

猿
蓑
集
を
／
よ
く

〳
〵
手
本
と
し
て
／
御

案
じ
可
被
成
候
。
／
可

然
候
。
句
ニ

魂
入
／
不

申
様
存
候
ま
ゝ
／
句
に

図1　宛名不明。拾月十五日（軸装）
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四
〇

魂
の
入
候
様
／
御
勘
考）

3
（

可
被
成
候
。
／
尚
追
々
可
申
承
候
。
／
尚
後
ニ

一
ニ

御
返

事
ニ

／
及
び
可
申
候
。

年
賀
の
句
御
望
故
／
た
ん
尺
進
上
可
申
候
。
／
御
望
も
候
ハ
ゞ
又
々
／
可
仰
遣

候
。
秋
中
／
に
ハ
御
出
も
あ
ら
ん
か
と
／
可
仰
遣
御
待
申
候
。
／
必
々
御
出
可

被
成
候
。
／
ち
と
御
風
談）

4
（

／
可
申
候
。
以
上

　

九
月
十
五
日　

士
朗

（
1
） 

紛
冗
（
ふ
ん
じ
ょ
う
）〔
名
〕
み
だ
れ
る
こ
と
。
ご
た
ご
た
し
て
も
つ
れ
る

こ
と
。

（
2
） 

引
墨
〔
名
〕
添
削
す
る
こ
と
。
多
く
俳
諧
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
3
） 

勘
考
〔
名
〕
考
え
る
こ
と
。
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
。
ま
た
、考
え
。
思
案
。

（
4
） 

風
談
〔
名
〕
風
流
に
関
す
る
は
な
し
。

2　

宇
洋
（
大
津　

塩
屋
新
六）

1
（

）
宛　

八
月
十
日
（
寛
政
・
享
和
頃
）

　
　
（
軸
装
。
一
五
・
一
×
八
七
・
○
糎
）（
図
2
）

方
明）

2
（

此
せ
つ
／
参
上
又
々
御
世
／
話
辱
候
。
坂
本）

3
（

／
高
嶋）

4
（

な
ど
へ
も
／
御
進
メ

被
遣
可
被
下
候
。
／
奉
頼
候
。
以
上

　

八
月
十
日　

士
朗

宇
洋
様

　
　

み
ど
り
子
も
ね
ず）

5
（

の
／
花
見
る
便
か
な

と
ハ
甘
心
い
た
し
／
申
候
。
翁
の
／
「
子
に
あ
く
と
申
／
人
に
ハ
花
も
な
し）

6
（

」

と
／
被
申
候
。
是
等
ニ

／
た
よ
り
申
候
へ
ば
／
猶
更
嬉
し
く
／
甘
吟
い
た
し
申

候
。
／
信
ニ

真
心
也
。
／
甘
心
〳
〵
。
以
上

　
　

か
な
ら
ず
や
／
暮
て
雁
啼
／
門
田
か
な）

7
（

　

と

申
出
候
。

大
津
／
塩
屋
新
六
様　

井
上
専
庵

（
1
） 

宇
洋
（
塩
屋
新
六
）
＝
大
津
の
人
。『
枇
杷
園
句
集
』〔
士
朗
の
発
句
集
。
椿

堂
・
宇
洋
・
卓
池
・
蕉
雨
・
松
兄
編
。
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
序
〕
編
者
の

一
人
。
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
刊
『
時
雨
会
』
の
巻
頭
連
句
で
発
句
を
詠
む
。

（
2
） 

方
明
＝
三
河
田
原
の
藩
士
、
致
仕
し
て
俳
諧
を
士

朗
に
学
ぶ
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
『
松
の
炭
』

が
初
見
。
文
化
十
三
年
の
『
風
の
筋
』
に
入
集
を
最

後
と
す
る
。
五
雄
と
共
編
の『
秋
風
紀
行
』〔
文
化
元
年
〕

の
著
が
あ
る
。
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）

没
。（『
中
京
俳
人
考
説
』）

（
3
） 

坂
本
＝
（
比
叡
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
）

滋
賀
県
大
津
市
の
地
名
。
旧
滋
賀
郡
坂
本
村
。
延
暦

寺
及
び
日
吉
神
社
の
門
前
町
、
北
陸
街
道
に
沿
う
琵

琶
湖
西
岸
の
港
町
と
し
て
発
展
し
た
。

（
4
） 

高
嶋
＝
滋
賀
県
北
西
部
の
郡
名
。
琵
琶
湖
の
西
岸

に
あ
る
。
西
近
江
路
が
南
北
に
通
じ
、
今
津
か
ら
若

狭
街
道
（
九
里
半
街
道
）
が
分
か
れ
る
。

（
5
） 

ね
ず
の
花
＝
【
杜
松
】〔
名
〕
ヒ
ノ
キ
科
の
常
緑
低

木
ま
た
は
高
木
。
本
州
、
四
国
、
九
州
の
丘
陵
な
ど

の
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
生
え
、
庭
木
や
盆
栽
と
も

さ
れ
る
。（
中
略
）
春
、
葉
腋
に
小
さ
な
単
性
花
を
つ

け
る
。
果
実
は
径
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
の
球

形
で
紫
黒
色
に
熟
し
、
漢
方
で
は
杜
松
子
（
と
し
ょ

う
し
）
と
い
い
利
尿
薬
に
用
い
る
。（
中
略
）
和
名
は

「
ね
ず
み
さ
し
」
の
略
で
、
と
が
っ
た
葉
が
鼠
を
刺
し

て
防
ぐ
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
ね
ず
み
さ
し
。
む
ろ
。

む
ろ
の
き
。

図2　宇洋（大津　塩屋新六）宛　八月十日（文化元年以前）（軸装）
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四
一

　
　
　

ね
ず
の
花
に
、
幼
児
が
寝
な
い
（
寝
ず
）
を
掛
け
る
か
。

（
6
） 

子
に
飽
く
と
申
す
人
に
ハ
花
も
な
し
＝
芭
蕉
句
。『
類
柑
子
』『
俳
諧
一
葉
集
』

に
所
収
。

（
7
） 
「
か
な
ら
ず
や
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』
他
に
入
集
。

3　

碩
外）

1
（

宛　

九
月
十
日
（
寛
政
〜
文
政
期
）

　
　
（
軸
装
。
一
六
・
〇
×
七
三
・
八
糎
）（
図
3
）

過
春
者
御
出
／
被
下
辱
奉
存
候
。

偖
見
事
成
鮎
／
五
頭
可
被
下
候
。／
千
萬
辱
奉
存
候
。

／
み
や
げ
に
可
致
と
／
奉
存
候
。
重
々
辱
／
存
候
。

　

御
ほ
句

お
も
し
ろ
く
奉
存
候
。
／
雲
の
い
ろ
ま
で
と
い
ふ
／

所
今
少
し
と
奉
存
候
。
／
雲
い
ろ
〳
〵
の
と
／
あ
ら

バ
可
然
か
に
奉
存
候
。

乍
失
礼
貴
札
と
も
／
元
蓼
老）

2
（

か
／
モ
ト
御
目
ニ

か
ゝ

り
／
申
候
。
近
々
御
出
府
／
以
、
再
い
た
し
度
候
。

以
上

　

九
月
十
日

碩
外
様　

士
朗

（
1
） 

碩
外
＝
巴
梁
（
起お
こ
しの
脇
本
陣
・
林
定
通
の
子
）
の

養
子
で
、
諱
を
重
政
、
通
称
を
唯
助
、
後
に
浅
右

衛
門
と
称
し
て
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
家
督
相

続
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
十
月
廿
二
日
没
、

七
十
四
歳
。
起
俳
壇
。
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年

　
　

の
仮
題
『
暮
雨
巷
臥
央
撰
句
集
』（
臥
央
撰
）
に
入
集
。（『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』

一
八
八
頁
・
一
八
九
頁
）

　
　

 

参
起
（
お
こ
し
）
＝
愛
知
県
一
宮
市
西
部
の
地
区
。
木
曽
川
東
岸
に
位
置
し
、

美
濃
路
の
宿
場
町
、
木
曽
川
渡
船
場
を
兼
ね
る
河
港
で
、
本
陣
、
脇
本
陣
、
問

屋
場
も
あ
っ
た
。
結
城
縞
、
土
人
形
を
産
し
、
毛
織
物
工
場
が
多
い
。
濃
尾
大

橋
で
岐
阜
県
羽
島
市
と
結
ぶ
。（『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』）

（
2
） 

元
蓼
＝
未
詳
。

4　

松
兄）

1
（

宛　

十
日
〔
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
以
前
〕

　
　
（
軸
装
。
寸
法　

一
五
・
○
×
四
三
・
六
糎
）（
図
4
）

今
夕
ハ
や
め
申
候
。／
今
日
西
か
け
所）

2
（

の
／
断
、

岳
輅）

3
（

、
石
川
へ
／
通
し
有
之
候
也
。
／
一
向
待

て
ゐ
候
間
／
と
く
と
断
、言
／
遣
候
様
可
存
候
。

外
ニ

／
面
上
い
た
し
度
事
／
御
座
候
間
、
朝
之

内
／
ち
よ
と
御
出
可
被
下
候
。

　

十
日

　
　

 

い
く
ほ
ど
の
世
を
／
朝
顔
の
松
の
枝）

4
（

　
　
　

な
ど
申
出
候
。

松
兄
様　

士
朗

（
1
） 

松
兄
＝
明
和
四
（
一
七
六
七
）
〜
文
化
四

（
一
八
〇
七
）、
四
十
一
歳
。
本
名
、
義
海
。

別
号
、
木
犀
居
。
尾
張
国
名
古
屋
西
別
院
内

正
覚
寺
一
○
世
。
士
朗
の
高
弟
で
、
同
門
五

老
の
一
人
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
『
鶴

芝
』の
旅
に
卓
池
と
と
も
に
随
行
。編
著『
な
ゝ

図3　碩外宛　九月十日（寛政～文政期）（軸装）

図4　松兄宛　十日（寛政十一（1799）年頃）（軸装）



冨　田　和　子

四
二

　
　

し
ぐ
さ
』。（
下
略
）　
（『
俳
文
学
大
辞
典
』）

（
2
） 

西
か
け
所
（
西
掛
所
）
＝
本
願
寺
名
古
屋
別
院
（
現
、
名
古
屋
市
中
区
内
）

の
こ
と
。
文
化
十
四
年
、
葛
飾
北
斎
の
大
達
磨
絵
の
興
行
で
有
名
。

（
3
） 
岳
輅
＝
？
〜
文
政
四
（
一
八
二
一
）、
享
年
七
十
余
〈『
博
天
集
』〉。
本
名
、

秀
円
。
別
号
、虎
足
庵
。
法
名
、釈
源
恵
。
尾
張
国
名
古
屋
乗
西
寺
の
十
二
世
。

暁
台
門
五
老
の
四
。
本
居
宣
長
の
門
に
入
り
国
学
を
修
め
る
。
暁
台
没
後
、
士

朗
門
に
入
り
、
そ
の
重
鎮
と
な
る
。
岱
青
と
暁
台
の
七
回
忌
『
法
々
華
経
』
を

撰
す
る
。
編
著
『
春
鶯
囀
』『
か
む
こ
鳥
集
』『
雪
岱
』。（
下
略
）　
（『
俳
文
学

大
辞
典
』）

（
4
）「
い
く
ほ
ど
の
」
の
句
＝
『
み
ど
り
の
ま
つ
』〔
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）〕・
三

日
月
集
〔
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
〕〔『
枇
杷
園
七

部
集
』
三
編
（
文
政
八
年
所
収
〕・『
枇
杷
園
句
集
』（
文

化
元
年
）
他
に
所
収
。

5　

菊
舎）

1
（

宛　

六
月
三
日
（
寛
政
・
享
和
頃
）

　
　
（
軸
装
。
一
四
・
九
×
五
八
・
四
糎
）（
図
5
）

芭
蕉
堂
主
人）

2
（

／
帰
庵
の
よ
し
／
ゆ
か
し
く
候
。
御

逢
の
／
せ
つ
よ
ろ
し
く
頼
入
候
。
／
月
峰）

3
（

／
玉

屑）
4
（

、
岱
李）

5
（

、
是
又
／
御
逢
の
せ
つ
よ
ろ
し
く
／
其

成）
6
（

へ
も
よ
ろ
し
く
。
／
此
間
本
の
事
申
遣
候
。
／

は
や
く
よ
こ
せ
と
／
御
頼
可
被
下
候
。
／

　
　

宵
の
間
や
／
大
竹
原
を
／
行
蛍）

7
（

　
　

伊
勢
が
家
ハ
／
き
の
ふ
う
れ
け
り
／
蝸
牛）

8
（

其
成
へ
も
御
は
な
し
／
可
被
下
候
。

　

六
月
三
日　

士
朗

菊
舎
主

（
1
） 

菊
舎
＝
菊
舎
尼
。
宝
暦
三
（
一
七
五
三
）
〜
文
政
九
（
一
八
二
六
）。
長
門
国

豊
浦
郡
生
れ
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
夫
と
死
別
し
、
得
度
。
そ
の
後
、

其
音
門
（
長
門
国
）
か
ら
美
濃
派
宗
匠
傘
狂
門
。
芭
蕉
ら
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅

に
出
る
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
帰
郷
す
る
と
、
同
六
年
に
は
九
州
へ
旅

立
つ
。
以
後
、
生
涯
を
旅
に
送
り
、
そ
の
間
京
都
で
は
西
園
寺
賞
季
ら
公
卿
ら

と
も
交
わ
る
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）『
手
折
菊
』
刊
。（『
俳
文
学
大
辞
典
』

抜
粋
）

 

　

な
お
、
は
じ
め
に
各
書
簡
の
特
色
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
面
か
ら
「
菊
舎
主0

」

を
「
菊
舎
の
主
人
0

0

」
の
こ
と
と
み
れ
ば
、
俳
書
を
多
く
出
版
し
た
京
都
の
書
肆

菊
舎
太
兵
衛
（
一
七
五
三
頃
〜
？
）
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
菊

舎
太
兵
衛
は
其
成
と
号
す
る
俳
人
で
も
あ
る
。
士
朗
の
書
簡
で
は
な
い
が
、『
書

簡
に
よ
る
近
世
後
期
俳
諧
の
研
究
』（
八
六
四
頁
）
で
紹
介
さ
れ
る
二
柳
の
雲

帯
宛
書
簡
に
「
此
度
之
御
状
に
其
成

0

0

迄
指
出
可
申
候
由
被
仰
下
候
故
菊
太
0

0

へ
相

瀬
遣
候
」
と
あ
り
、
一
書
簡
の
中
で
、
菊
舎
太
兵
衛
に
つ
い
て
、
俳
人
と
書
肆

主
人
と
を
書
き
分
け
た
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
菊
舎
太
兵
衛
の
創

業
は
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
頃
で
、
そ
の
顧
客
は
「
始
め
闌
更
・
車
蓋
と
そ

の
門
友
が
多
く
、
後
年
そ
の
中
心
は
玉
屑
0

0

関
係
に
移
る
が
、
京
内
外
の
重
厚
・

青
蘿
・
紫
暁
・
月
居
・
定
雅
等
は
勿
論
、
遠
く
暁
台
門
に
ま
で
及
ん
だ
」（『
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
』）
と
さ
れ
、
書
簡
に
載
る
玉
屑
と
菊
舎
太
兵
衛
の
関
係

の
方
が
菊
舎
尼
に
比
べ
て
近
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
尾
張
系
俳

書
の
『
な
こ
や
の
月
』（
双
南
序
・
編
、
双
南
の
帰
洛
記
念
集
。
寛
政
十
一
年
刊
）

に
跋
文
、『
士
朗
続
七
部
集
』（
文
政
七
年
刊
）
の
編
者
〔
本
書
所
収
『
枇
杷
の
実
』

（
文
政
四
）
に
序
〕
と
、
士
朗
と
の
関
わ
り
が
、
菊
舎
尼
に
比
べ
て
強
い
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
も
し
も
宛
先
が
菊
舎
太
兵
衛
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本

人
宛
に
「
其
成
へ
も
よ
ろ
し
く
。
此
間
本
の
事
申
遣
候
。
は
や
く
よ
こ
せ
と
御

頼
可
被
下
候
」「
其
成
へ
も
御
は
な
し
可
被
下
候
」
な
ど
と
書
き
、
と
ぼ
け
た

言
い
回
し
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
士
朗
の
人
柄
と
、
其
成
と
の
親
し
い
関
係
が

窺
わ
れ
て
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
。

図5　菊舎宛　六月三日（寛政・享和頃）（軸装）
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四
三

（
2
） 

芭
蕉
堂
＝
初
世
は
、
高
桑
闌
更
〔
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
〜
寛
政
十

（
一
七
九
八
）
年
〕。
京
に
定
住
し
て
南
無
庵
お
よ
び
芭
蕉
堂
を
営
む
の
は
天
明

三
（
一
七
八
三
）
年
。
二
世
は
、
成
田
蒼
虬
〔
宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
〜
天

保
十
三
（
一
八
四
二
）〕。
寛
政
十
年
に
闌
更
が
没
す
る
と
、
す
ぐ
に
京
東
山
芭

蕉
堂
を
継
ぐ
。（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』）。

（
3
） 

月
峰
＝
闌
更
門
。
一
茶
編
『
た
び
し
う
ゐ
』（
寛
政
七
年
）
歌
仙
に
連
座
。

（
4
） 

玉
屑
＝
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
〜
文
政
九
（
一
八
二
六
）。
僧
侶
。
肥
後
熊

本
の
人
と
伝
え
る
。
淡
路
国
普
済
寺
・
播
磨
国
米
田
村
神
宮
寺
・
同
加
古
川
光

念
寺
・
筑
紫
栄
福
寺
な
ど
の
住
職
を
歴
任
し
た
。（『
俳
文
学
大
辞
典
』）

（
5
） 

岱
李
＝
『
し
ぐ
れ
会
』
文
化
十
年
・
文
政
三
年
・
同
九
年
・
同
十
年
に
入
集
（『
時

雨
会
集
成
』）。
京
都
四
条
寺
町
西
へ
入　

菊
屋
卯
兵
衛
か
。〔『
嘉
永
人
名
録（
写

本
）』
嘉
永
六
年
（『
板
倉
塞
馬
全
集
』
所
収
）〕。

（
6
） 

其
成
＝
京
都
の
書
肆
、
菊
舎
太
兵
衛
。
5
注
（
1
）
参
照
。

（
7
） 

「
宵
の
間
や
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

（
8
） 

「
伊
勢
が
家
ハ
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

6　

魯
隠）

1
（

宛　

四
月
廿
五
日
（
寛
政
期
） （
図
6
）

　
　
（
軸
装
。
上
段
一
六
・
〇
×
五
三
・
〇
糎
、
下
段
一
五
・
五
×
五
三
・
〇
糎
）

南
無
天
満
大
／
見
事
成
竹
自
在）

2
（

／
被
贈
下
候
。
庵
中
／
の
重
器）

3
（

と
い
た
し
候
。

／
大
ニ

よ
ろ
こ
び
ま
ゐ
ら
せ
候
。
／
去
冬
舟
ニ

う
つ
シ
給
り
／
候
よ
し
。
さ
れ
ば

海
に
／
千
年
山
に
と
い
ふ
／
め
で
た
き
も
の
に
御
座
候
。
／
萩
の
枯
枝
さ
ゝ
の

／
落
葉
焚
出
申
候
／
て
俳
事
を
相
楽
ミ
／
可
申
候
。
／
山
々
辱
御
座
候
。

ち
か
頃
ハ
甚
と
り
こ
ミ
／
長
才
君）

4
（

へ
文
だ
に
／
得
出
し
不
申
候
。
甚
／
疎
懶）

5
（

の

事
可
然
／
御
希
候
。千
度
の
／
文
ハ
通
ね
ど
心
ハ
／
只
に
波（
浪
）速
に
御
座
候
。

ち
か
頃
、
松
兄
被
参
／
定
而
御
世
話
被
下
候
と
／
御
座
候
。
さ
く
日
帰
／
国
の

さ
た
い
ま
だ
／
得
逢
不
申
候
。
波
匠）

6
（

の
／
は
な
し
を
聞
ん
と
／
今
夕
ハ
お
し
か

け
／
申
べ
く
楽
ミ
ゐ
申
候
。
／
文
ハ

か
き
た
し
ほ
句
ハ
な
し

　
　

瀧
川
や
山
ほ
と
ゝ
き
す
／
松
の

　

風）
7
（

　
　
　
　

対
人

　
　

衣
が
え
空
也
の
／
痩
や
わ
び
つ

　

ら
ん）

8
（

　
　

み
じ
か
夜
の
月
に
／
お
ど
ろ
く

　

旅
ね
哉）

9
（

な
ど
申
出
候
が
一
句
も
／
句
ら
し
き

句
ハ
な
し
。
／
浪
花
の
玉
句
と
も
／

う
け
給
り
た
く
相
ま
ち
／
申
候
。　

以
上

　

四
月
廿
五
日　

士
朗

魯
隠
様

（
1
） 

魯
隠　

大
坂
今
橋
通
の
人
。
山
形
長
康
。
柿
壷
連
の
一
員
。『
秋
の
日
三
歌
仙
』

〔
一
草
編
・
長
斎
跋　

文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
〕
に
序
〔『
士
朗
続
七
部
集
』

下
巻
（
文
政
七
年
刊
）
所
収
〕。
長
斎
門
。

（
2
） 

竹
自
在
（
た
け
じ
ざ
い
）〔
名
〕
竹
で
作
っ
た
自
在
鉤
。「
南
無
天
満
大
」
は
、

菅
原
道
真
の
神
霊
に
帰
依
す
る
こ
と
ば
「
南
無
天
満
大
自
在
天
神
」
か
ら
「
竹

自
在
」
を
導
く
枕
詞
と
し
た
か
。

（
3
） 

重
器
（
じ
ゅ
う
き
・
ち
ょ
う
き
）〔
名
〕
貴
重
な
器
具
。
大
切
な
宝
も
の
。

（
4
） 

長
才（
長
斎
）　

宝
暦
七（
一
七
五
七
）〜
文
政
七（
一
八
二
四
）。
大
阪
の
人
。

俳
諧
は
大
魯
に
（
中
略
）
学
ぶ
。
秋
田
俳
壇
と
親
交
が
あ
り
、
文
政
四
年
に
は

秋
田
に
引
杖
し
た
。（
下
略
）（『
俳
文
学
大
辞
典
』）
魯
隠
の
師
。『
秋
の
日
三

歌
仙
』〔
一
草
編
・
魯
隠
序　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）〕
に
跋
。

図6　魯隠宛　四月廿五日（軸装）
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四
四

（
5
） 

疎
懶
（
そ
ら
ん
）〔
名
〕（
形
動
）
な
ま
け
る
こ
と
。
ま
た
、そ
の
さ
ま
。
無
精
。

（
6
） 

波
匠　

浪
速
の
宗
匠
の
こ
と
。

（
7
） 
「
瀧
川
や
」
の
句
＝
『
拾
葩
日
記
』〔
梅
老
稿
本　

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
〕

他
に
あ
り
。

（
8
） 

「
衣
が
え
」
の
句
＝
未
詳
句
。

（
9
） 

「
み
じ
か
夜
の
」
の
句
＝
『
月
夜
ほ
と
け
』（
享
和
元
）・『
類
題
士
朗
叟
発
句
集
』

（
文
政
八
）
に
所
収
。

7　

秋
湖）

1
（

宛　

十
月
廿
七
日
〔
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
〕

　
　
（
軸
装
。
上
段
・
下
段
共
、
一
六
・
三
×
五
三
・
七
糎
）（
図
7
）

久
々
の
御
文
音
も
う
ち
た
え
／
候

処
五
寅）

2
（

方
よ
り
／
当
春
二
月
の
御

文
／
十
月
の
は
じ
め
相
達
／
拝
見

い
た
し
候
。
さ
て
ハ
／
何
方
に

と
ゞ
こ
ほ
り
／
候
也
ら
ん
。

扨
御
風
／
流
も
久
々
承
り
／
不
申

候
処
い
ろ
〳
〵
／
御
す
り
も
の
給

り
辱
／
毎
々
お
も
し
ろ
き
事
ニ

／

御
座
候
。
桐
栖）

3
（

に
も
追
々
／
眼
病

も
御
快
候
よ
し
／
日
々
御
出
会
か

と
存
候
。
／
御
序
ニ

可
然
奉
存
候
。

当
冬
ハ
福
原
の
旧
／
跡
を
御
尋
申

度
候
。
ぜ
ひ
と
も
／
出
兵
庫
可
致

と
存
候
処
／
あ
ま
〳
〵
寒
気
の
比

／
成
申
候
へ
ば
又
々
／
春
へ
と
延

し
申
候）

4
（

。
／
い
づ
れ
不
遠
う
ち
／
拝
眉
可
致
つ
も
り
に
候
。

　
　

 

う
し
馬
の
数
ほ
ど
／
ぬ
る
め
の
川
水

お
も
し
ろ
く
よ
く
も
／
御
案
付
可
被
成
候
事
と
／
甘
吟
い
た
し
候
。
／
秋
冬
の

貴
吟
と
も
／
又
々
御
聞
せ
可
被
下
候
。

　
　

 

う
ち
あ
く
る
や
う
に
／
木
の
葉
の
降
日
哉）

5
（

　
　
　

秋
ハ

　
　

 

十
六
夜
も
過
て
／
月
見
る
在
所
か
な）

6
（

　
　

霧
雨
の
里
に
日
の
／
さ
す
す
ゝ
き
か
な）

7
（

な
ど
申
出
候
。
秋
の
日
也
。
／
尚
追
々
可
申
承
候
。
以
上

　

十
月
廿
七
日　

士
朗

秋
湖
様

（
1
） 

秋
湖
＝
『
し
ぐ
れ
会
』
宝
暦
十
三
年
・
明
和
元
年
・
同
五
年
・
同
六
年
に
入

集
（『
時
雨
会
集
成
』）。

（
2
） 

五
寅
＝
暁
台
が
京
に
滞
在
し
た
寛
政
二
年
二
月
よ
り
同
三
年
八
月
ま
で
の
発

句
を
撰
ん
だ
「
暮
雨
巷
月
次
五
題
」
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
入
集
（『
中

京
俳
人
考
説
』
十
一
頁
）。『
麻
刈
集
』（
士
朗
撰　

寛
政
五
年
）
に
入
集
。

（
3
） 

桐
栖
（
き
り
す
み
）
＝
生
没
年
未
詳
。
享
和
〜
文
政
（
一
八
〇
一
〜
五
〇
）

ご
ろ
。
本
名
、
仁
木
竹
輔
。
別
号
、
五
彩
堂
。
大
阪
の
人
。
矩
州
門
。
編
著

『
木こ
だ
ま魂
』『
士
朗
七
部
集
』
ほ
か
。（『
俳
文
学
大
辞
典
』）

（
4
） 

当
冬
ハ
福
原
の
旧
跡
を
＝
お
そ
ら
く
文
化
元
年
（
甲
子
）
二
月
か
ら
三
月
に

卓
池
・
松
兄
と
共
に
、
大
坂
・
須
磨
・
明
石
・
奈
良
な
ど
各
地
の
俳
人
を
尋
ね

た
『
甲
子
紀
行
』
の
旅
で
あ
ろ
う
。（「
井
上
士
朗
年
譜
」）

（
5
） 

「
う
ち
あ
ぐ
る
」
の
句
＝
『
初
時
雨
』〔
享
和
三
（
一
八
〇
三
）〕
に
所
収
。

（
6
） 
「
十
六
夜
も
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

（
7
） 
「
霧
雨
の
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

図7　秋湖宛　十月廿七日〔享和三（1803）年〕（軸装）
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8　

騏
六）

1
（

・
巨
川）

2
（

・
雨
滴）

3
（

・
満
子）

4
（

宛　

七
月
廿
日
（
寛
政
期
）

　
　
（
軸
装
。
上
段
（
端
裏
）
一
六
・
〇
×
五
・
三
糎
、一
六
・
〇
×
五
五
・
〇
糎
、

　
　

 
下
段 

一
四
・
三
×
五
五
・
三
糎
）（
図
8
）

〈
端
裏
〉
清
洲
御
社
中　

士
朗

清
洲
寄
せ
の
巻
／
処
〳
〵
ヨ
リ
返
巻
／
進
申
望
候
。い
ま
だ
／
取
次
遣
可
申
候
。

早
々
／
御
点
つ
け
次
第
／
御
返
し
可
被
下
候
。

扨
月
の
独
吟
／
合
八
月
晦
日
切
／
御
座
候
。
シ
カ
シ
独
／
唫
と
ハ
申
な
が
ら
い

か
ぬ
／
も
の
ニ

候
間
、そ
ろ
〳
〵
／
御
初
可
被
成
候
。

此
度
ハ
／
大
寄
せ
ニ

い
た
し
候
。
／
巻
数
勝
手
次
第

也
。
／
ち
と
御
出
府
可
被
成
候
。

　

七
月
廿
日　

士
朗
／
素
兄）

5
（

よ
せ

騏
六
様
／
巨
川
様
／
雨
滴
様
／
満
子
様

（
1
） 

騏
六
＝
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
六
月
四
日
〜

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
八
月
廿
二
日
。
海
東
郡

百
島
村
生
ま
れ
。
西
春
日
井
郡
清
洲
で
逝
去
。

七
十
五
歳
。
姓　

武
田
。
名　

載
絽
。
通
称　

笹

屋
長
兵
衛
。
号　

騏
六
・
福
田
舎
。
墓
地　

海
部

郡
美
和
町
木
田
福
田
寺
。法
名　

諦
教
院
釈
誓
念
。

清
洲
神
明
町
の
叔
父
長
兵
衛
の
あ
と
を
継
い
で
六

代
目
と
な
り
、
酒
造
を
業
と
す
る
。
俳
諧
は
荷
兮

の
筆
に
な
る
長
虹
の
巻
い
た
「
秋
の
日
」
の
歌
仙
を

手
み
や
げ
に
、
先
輩
琴
宇
と
共
に
暮
雨
巷
に
入
り
、

暁
台
の
財
政
的
後
援
者
と
な
る
。
そ
の
没
後
は
士

朗
に
つ
き
、寛
政
四
年
（
一
七
九
〇
）
二
月
に
満
子
・

羅
城
と
須
磨
明
石
に
旅
し
た
『
ふ
く
さ
貝
』
の
著

　
　

が
あ
る
。
朧
夜
梅
月
う
き
行
あ
か
し
潟
（『
中
京
俳
人
考
説
』）

（
2
） 

巨
川　

小
林
巨
川
。
清
洲
の
人
。
騏
六
・
琴
宇
の
一
家
に
占
め
ら
れ
て
い
た

清
洲
俳
壇
も
寛
政
期
に
入
る
と
、
閉
息
状
態
を
脱
皮
し
て
雨
滴
・
巨
川
・
満
子

ら
田
中
町
・
本
町
な
ど
の
町
家
の
新
し
い
人
た
ち
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
寛

政
三
年
の
「
暮
雨
巷
月
次
五
題
」
に
（
入
集
）（
中
略
）。
寛
政
四
年
正
月
廿
日

暁
台
没
、桐
仙
寺
修
行
の
俳
諧
之
百
韻
に
満
子
・
巨
川
・
雨
滴
も
連
坐
（
中
略
）。

二
月
廿
八
日
に
満
子
は
騏
六
と
『
ふ
く
さ
貝
』
の
た
び
を
し
た
。（
中
略
）
旅

の
力
草
に
雨
滴
・
巨
川
が
入
集
。
同
五
年
の
士
朗
撰
『
麻
刈
集
』
に
（
入
集
）（
下

略
）。（『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』
一
八
一
頁
）

（
3
）　

雨
滴　

清
洲
の
人
。『
麻
刈
集
』
に
入
集
。
8
注
（
2
）「
巨
川
」
参
照
。

（
4
） 

満
子　

暁
台
門
。
寛
政
年
間
、
清
洲
（『
中
京
俳
人
考
説
』
一
五
五
頁
）。
騏

六
と『
ふ
く
さ
貝
』〔
騏
六
編
。
紀
行
句
文
集（
寛
政
四
年
二
月
二
十
八
日
出
発
）〕

の
旅
を
し
た
。『
麻
刈
集
』
の
春
雨
の
巻
に
連
座
、発
句
入
集
。
8
注
（
2
）「
巨

川
」
参
照
。

（
5
） 　

素
兄　

寛
政
十
一
年
（
一
七
八
九
）
四
月
十
一
日
没
。
号　

素
兄
・
松
朧
軒
。

墓
地　

名
古
屋
新
栄
町
宝
泉
寺
。
法
名　

成
遵
索
光
禅
定
門
。
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）の
白
尼
歳
旦
に
松
朧
軒
と
し
て
初
見
。の
ち
暮
雨
巷
に
参
加
し
て
、

同
七
年
の
『
つ
ま
じ
る
し
』
に
入
集
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
二
条
家
御

中
興
俳
諧
に
出
席
し
た
。
暁
台
の
没
後
士
朗
に
つ
く
。
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）

の
『
口
笛
集
』
に
入
集
し
て
い
る
が
、
寛
政
十
二
年
の
『
玉
く
し
げ
』
が
最
後

か
と
思
わ
れ
る
。
夜
は
し
り
の
沖
に
楫
か
ふ
千
鳥
哉
（『
中
京
俳
人
考
説
』）

9　

帯
梅）

1
（

宛　

五
月
廿
七
日
（
享
和
・
文
化
期
）

　
　
（
軸
装
。
一
六
・
〇
×
六
九
・
〇
糎
）（
図
9
）

明
廿
八
日
発
兎）

2
（

／
追
善
御
催
行
／
ま
ゐ
り
度
候
へ
共
／
叶
ひ
不
申
候
。
よ
つ
て

／
ほ
句
を
送
り
申
候
。
／
御
手
向
可
被
下
候
。
／
酒
と
は
い
か
い
に
一
生
／
を

わ
す
れ
た
る
／
人
に
て
候
。
お
も
ひ
出
候
。

図8　騏六・巨川・雨滴・満子宛　七月廿日（寛政期）（軸装・上段）



冨　田　和　子

四
六

此
間
の
御
ほ
句
／
ど
こ
に
お
い
た
か
／
不
分
候
。
今

可
然
／
御
書
キ
可
申
候
。

今
日
ハ
人
〳
〵
被
参
候
／
う
ら
山
し
く
候
。

五
月
廿
七
日　

士
朗

帯
梅
様

大
阜）

3
（

へ
も
よ
ろ
し
く

　
　

宵
の
間
や
／
大
竹
原
を
／
行
蛍）

4
（

（
1
） 

帯
梅
＝
？
〜
文
政
九
（
一
八
二
六
）。
享
年
は

六
九
前
後
か
〈『
東
君
』
か
ら
推
定
〉・
本
名
、
村

瀬
祥
副
。
通
称
、
両
ロ
屋
弥
四
郎
。
別
号
、
狐
塚

　

  

古
観
・
暮
雨
巷
三
世
。
尾
張
国
横
須
賀
の
人
。
暁
台
・

士
朗
門
。臥
央
に
次
い
で
暮
雨
巷
三
世
を
襲
名
。編
著『
明

ぼ
の
日
記
』『
竜
の
登
』『
鶴
頭
集
』『
九
駄
加
計
』。（『
俳

文
学
大
辞
典
』）
大
阜
は
従
兄
弟
。

（
2
） 

発
兎
＝
生
没
年
未
詳
。
尾
張
国
横
須
賀
の
人
。

天
尾
崎
社
中
。『
明
ほ
の
日
記
』〔
帯
梅
編　

寛
政

四
（
一
七
九
二
）
年
〕
の
歌
仙
に
連
座
、兆
如
の
『
初

時
雨
』〔
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
序
〕
の
歌
仙
の

次
韻
に
も
参
加
す
る
の
で
、
享
和
年
間
ま
で
の
生

　
　

存
は
確
実
と
さ
れ
る
。『
松
の
碑
』『
送
別
し
を
り
萩
』〔
暁
台
編　

明
和
七

（
一
七
七
〇
）
年
〕『
東
君
』『
夜
の
は
し
ら
』『
天
明
九
歳
旦
』『
寛
政
三
正
月

暮
雨
巷
撰
』『
落
梅
花
』『
清
友
篇
』『
こ
も
か
ふ
り
』
な
ど
に
散
見
さ
れ
て
、

比
較
的
古
く
か
ら
足
跡
を
残
す
。（『
尾
張
の
俳
諧
』
一
九
二
頁
他
）

（
3
） 

大
阜
＝
延
享
二
（
一
七
四
三
）
〜
文
政
三
（
一
八
二
〇
）・
九
・
七
、七
十
六
歳
。

村
瀬
氏
。
通
称
、
兵
庫
屋
弥
四
郎
・
弥
五
助
。
別
号
、
海
翁
・
蝸
庵
。
尾
張
国

横
須
賀
の
書
肆
。
暁
台
門
、
の
ち
士
朗
門
。
士
朗
門
五
老
の
一
人
。
従
弟
の
帯

梅
を
助
け
、知
多
俳
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
。
編
著『
こ
も
か
ぶ
り
』『
刈
葎
』『
清

友
篇
』『
於
宝
路
夜
』『
泣
瓢
集
』。
「
蒼
天
に
鳥
の
道
あ
り
ほ
と
と
ぎ
す
」〈『
枇

杷
園
小
集
』〉。（『
俳
文
学
大
辞
典
』）

（
4
） 

「
宵
の
間
や
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

10　

墨
山）

1
（

宛　

八
月
廿
三
日
（
寛
政
〜
文
化
期
）

　
　
（
一
七
・
七
×
一
七
八
・
〇
糎
）（
図
10
）

捧
頤）

2
（

の
歯
痛
も
大
／
御
快
候
段
賀
し
奉
候
。
／
薬
ハ
や
は
り
前
方
御
／
用
ひ
被

成
候
が
よ
し
。／
腹
裏
の
熱
ニ

候
へ
ば
／
常
ニ

も
先
楊
子
御
用
／
お
き
候
が
よ
し
。

一
壁
土
も
御
出
来
候
よ
し
。
／
さ
ぞ
〳
〵
可
然
も
の
ニ

な
り
／
可
申
候
。

（
挿
絵
）

此
や
う
な
木
を
か
き
お
し
す
へ
／
申
候
。
濃
淡
か
き
ま
ぜ
／
申
度
候
。
扨
既
望

に
ハ
／
さ
ん
〳゙
 〵

の
付
合
に
て
／
辰
巳
村）

3
（

と
や
い
ふ
処
／
に
舟
を
泊
、
其
上
ハ

／
一
寸
も
得
出
不
申
候
と
／
舟
人
の
手
が
痺
／
申
候
。
是
を
い
か
ゞ
と
い
ふ
に

／
此
ほ
ど
黄
胖）

4
（

と
い
ふ
／
病
の
起
た
る
人
を
／
辛
く
し
て
雇
ひ
出
／
た
る
な
る

よ
し
。
只
／
南
の
か
た
を
見
や
る
／
ば
か
り
に
む
な
し
く
／
出
会
を
そ
む
き
失

／
敬
と
申
く
ら
し
候
。

横
ス
カ
ハ
出
不
申
候
由
／
是
ハ
お
く
れ
申
候
。
玉
／
士
・
維
の
三
子）

5
（

へ
も
／
可

然
奉
頼
上
候
。さ
れ
ど
／
予
が
徒
の
舟
中
ハ
／
ち
か
き
も
の
ハ
目
に
も
／
見
よ
、

遠
き
も
の
ハ
音
／
に
も
聞
ら
ん）

6
（

人
々
に
て
／
舟
中
、
画
・
詩
・
哥
・
句
／
さ
ま

〳゙
 〵

と
も
て
は
や
し
／
一
巻
の
巻
物
と
な
り
／
申
候
。
今
日
さ
し
上
可
／
申
と

存
候
処
、
誰
／
や
ら
が
も
て
行
、
其
上
／
明
倫
堂）

7
（

の
人
々
が
／
其
跡
を
し
た
ひ

／
申
て
、
序
を
書
の
／
跋
を
書
の
と
ひ
し
め
き
／
申
て
果
さ
ず
、
近
日
／
御

目
ニ

か
け
可
申
候
。

一
村
雨
は
月
の
中
よ
り
／
に
涙
を
こ
ぼ
し
申
候
。
文
章
も
甚
よ
く
／
御
出
来
に

候
。
人
々
が
／
し
き
り
ゆ
か
し
く
な
り
／
申
候
。
ち
か
比
の
文
章
／
為
也
。
今

図9　帯梅宛　五月廿七日（寛政・享和期）（軸装）



井上士朗の書簡の紹介

四
七

夕
、
岱
・
岳）

8
（

／
な
ど
へ
も
見
せ
候
て
／
な
か
せ
可
被
申
候
。
夜
前）

9
（

／
痛
用）

10
（

に
て

キ
ヨ
ス
へ
／
ま
ゐ
り
申
候
。

　
　

蓬
生
の
宿
に
も
／
萩
の
戸
口
哉）

11
（

と
申
出
候
。
其
外
／
句
ハ
大 

ニ

も
ち
申
候
。
／
月
の
句
ハ
別
ニ

／
し
た
ゝ
め
進

上
仕
候
。
／
壁
旦
（
上
）
に
か
け
御
楽
／
可
被
下
候　

以
上

　
　

八
月
廿
三
日

方
明
も
無
事
に
て
ス
ワ
／
に
ゐ
可
申
候
。
夜
前
評
／
あ
り
申
候
。

墨
山
様　
　
　
　
　
　
　
　

士
朗

（
1
） 

墨
山
＝
生
年　

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
八
月
。
没
年　

文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
四
月
十
九
日
。
享
年　

七
十
四
。
姓　

山
口
。
名　

延
年
。
字

　

千
秋
。
通
称　

九
郎
左
衛
門
。
号　

墨
山
・
墨
樵
・
墨
尚
・
風
塵
翁
・
緑
竹
斎
。

墓
地　

名
古
屋
市
緑
区
大
高
町
春
江
院
。
法
名　

墨
山
道
翰
。
百
済
余
璋
王
の

後
喬
で
、
余
氏
と
称
す
る
知
多
郡
大
高
の
旧
家
、
六
代
目
の
あ
る
じ
。
蒙
刻
に

も
っ
と
も
名
が
あ
り
、
墨
画
を
よ
く
し
た
。
俳
諧
は
暁
台
に
学
ん
で
句
作
し
た

が
、
蒙
刻
に
害
が
あ
る
と
し
て
休
止
。
寛
政
初
年
（
一
七
八
九
〜
）
よ
り
再
び

は
じ
め
た
。
暁
台
の
没
後
は
士
朗
に
つ
き
、
同
八
年
（
一
七
九
五
）
三
月
に
鳴

海
千
代
倉
の
芭
蕉
像
を
彫
刻
し
、
そ
の
開
眼
供
養
に
会
頭
と
し
て
執
行
し
た
。

句
槁
『
緑
竹
集
』
が
あ
る
。
芦
鴨
の
足
水
か
ゝ
る
帋
子
哉
（『
中
京
俳
人
考
説
』）

（
2
） 　

捧
頤
（
ほ
う
い
）
＝
頰
杖
を
つ
く
。（『
字
通
』）

（
3
） 　

辰
巳
村
＝
現
在
の
長
浜
市
山
階
町
か
。（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』）

（
4
） 　

黄
胖
＝
黄
疸
に
似
た
病
気
。（『
古
事
類
苑
』
方
技
部 

洋
巻 

第
1
巻

一
四
六
二
頁
『
療
治
茶
談
』）

（
5
） 　

玉
・
士
・
維
の
三
子
＝
玉
・
士
・
維
は
、
俳
人
三
名
の
俳
号
の
一
字
目
で
、

三
子
は
、
三
名
の
意
か
。

（
6
） 　

ち
か
き
も
の
ハ
目
に
も
見
よ
、
遠
き
も
の
ハ
音
に
も
聞
ら
ん
＝
「
遠
か
ら
ん

者
は
音
に
も
聞
け
。
近
き
者
は
目
に
も
見
よ
」。
見
え
な
い
者
は
声
を
聞
け
、

近
く
の
者
は
よ
く
見
よ
の
意
で
、
武
将
が
合
戦
を
す
る
と
き
に
、
名
乗
り
を
あ

げ
る
最
初
の
こ
と
ば
。

（
7
） 　

尾
張
国
（
愛
知
県
）
尾
張
藩
の
藩
校
。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
設
置
の
も

の
を
基
に
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）、
徳
川
宗
睦
が
開
設
。
漢
学
・
音
楽
・

算
術
を
科
目
と
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
洋
学
校
を
設
立
。

（
8
） 　

岱
岳
＝
岱
青
と
岳
輅
（
4
の
注
3
参
照
）
の
こ
と
か
。
岱
青
〔
？
〜
寛
政

十
一
（
一
七
九
九
）。
台
界
の
子
・
本
丸
番
を
勤
め
る
尾
張
藩
士
。
本
居
宣
長

の
門
に
入
り
国
学
を
修
め
、
ま
た
乱
舞
を
好
ん
で
『
続
俳
家
奇
人
談
』
に
名
を

と
ど
め
る
。
暁
台
門
の
高
弟
。
暁
台
没
後
、
士
朗
門
。（『
中
京
俳
人
考
説
』
よ

り
抜
粋
）

図10　墨山宛　八月廿三日（寛政～文化期）



冨　田　和　子

四
八

（
9
） 　

夜
前
＝
昨
夜
。

（
10
） 　

痛
用
＝
「
痛
痒
」（
さ
し
さ
わ
り
）
か
。

（
11
） 　
「
蓬
生
の
」
の
句
＝
未
詳
句
。

11　

杜
石）

1
（

宛　

十
二
月
廿
日
（
寛
政
・
享
和
期
）

　
　
（
軸
装
。
一
五
・
〇
×
六
五
・
二
糎
）（
図
11
）

呼
牛）

2
（

道
中
無
恙
／
上
り
被
下
候
よ
ろ
こ
び
／
貴
君
御

無
事
目
出
度
。

先
達
ハ
文
晁）

3
（

／
画
段
々
御
世
話
／
辱
候
。
其
後
冬
／

ね
が
ひ
申
度
候
所
／
か
れ
是
と
い
た
し
／
延
引
い
た

し
申
候
。／
春
へ
な
り
候
へ
ば
／
又
々
ね
が
ひ
申
候
。

／
偏
奉
頼
申
候
。
／

　
　

ど
つ
か
り
と
／
日
の
照
る
芦
の
／
か
れ
葉
か
な）

4
（

　
　

あ
と
も
な
き
／
寝
ざ
め
の
友
よ
／
は
ち
た
ゝ
き）

5
（

　
　

行
年
の
／
ご
そ
り
と
も
せ
ぬ
／
山
家
か
な）

6
（

い
か
ゞ
や
ら
ん
。

十
二
月
廿
日　

士
朗

杜
石
様

（
1
） 　 

杜
石　
『
青
む
し
ろ
』（
竹
有
編　

文
化
元
年
）
に
序
。
江
戸
の
人
か
。

（
2
） 　

呼
牛
＝
関
八
洲
・
上
総
東
金
上
宿　

野
間
屋
か
。〔『
嘉
永
人
名
録
（
写
本
）』

嘉
永
六
年
（『
板
倉
塞
馬
全
集
』
所
収
）〕。

（
3
） 　

文
晁
＝
谷
文
晁
。
江
戸
後
期
の
画
家
。
江
戸
南
画
界
の
大
家
。（
中
略
）
代

表
作
「
公
余
探
勝
図
巻
」「
帰
去
来
図
」。
画
論
に
「
文
晁
画
談
」
な
ど
。
宝
暦

十
三
（
一
七
六
三
）
〜
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
。

（
4
） 　
「
ど
つ
か
り
と
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
後
編
』（
文
化
九
年
）
他
に
所
収
（「
日

の
出
る
」
か
）。

（
5
） 　
「
あ
と
も
な
き
」
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

（
6
） 　
「
行
年
の
」
の
句
＝
『
枇
杷
園
句
集
』（
文
化
元
年
）
他
に
所
収
。

主
な
引
用
文
献

市
橋
鐸
・
服
部
徳
次
郎
『
中
京
俳
人
考
説
』
東
海
文
学
資
料
刊
行
会　

一
九
七
七
年

服
部
徳
次
郎
『
暮
雨
巷
暁
台
の
門
人
』
愛
知
学
院
国
語
研
究
会　

一
九
七
二
年

寺
島
初
美
『
尾
張
の
俳
諧
』
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会　

一
九
八
七
年

矢
羽
勝
幸
『
書
簡
に
よ
る
近
世
後
期
俳
諧
の
研
究
』
青
裳
堂
書
店　

一
九
九
七
年

大
内
初
夫
監
修
・
義
仲
寺
編
『
時
雨
会
集
成
』
義
仲
寺　

一
九
九
三
年

深
津
三
郎
編
『
板
倉
塞
馬
全
集
』
私
家
版　

二
〇
〇
三
年

寺
島
徹
「
井
上
士
朗
年
譜
」「
連
歌
俳
諧
研
究
」
91　

一
九
九
六
年

『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書
店　

一
九
九
五
年

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店　

一
九
八
三
〜
一
九
八
五
年

『
日
本
国
語
大
辞
典
』・『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』・『
日
本
歴
史
地
名
大

系
』・『
字
通
』・『
古
事
類
苑
』
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ

　
　
（http://japanknow

ledge.com
/personal/index.htm

l

）
に
よ
る
。

付
記

　

貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
道
木
正
信
氏
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。そ
し
て
、

士
朗
の
句
の
出
典
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
寺
島
徹
先
生
、
翻
字
に
際
し
、
貴
重
な
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
加
藤
定
彦
先
生
・
寺
島
徹
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
生
活
科
学
部　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

図11　杜石宛　十二月廿日（寛政・享和期）（軸装）


